平 出 園 子と いうの が 老妓の 本名 だが、 これ は 歌舞伎 

俳優の 戸籍 名のよう に 当人の 感じに なず まない ところ 

が ある。 そうかといって 職業 上の 名の 小 そのと だけで 

しろ. I つと 

は、 だんだん 素人の 素朴な 気持ちに 還ろうと している 

今日の 彼女の 気品に そぐ わない。 

ここで はた だ 何となく 老妓と い つ て 置く 方が よかろ 

うと 思う。 

人々 は 真昼の 百貨店で よく 彼女 を 見かける。 

いちらく 

目立たない 洋髪に 結び、 巿 楽の 着物 を 堅気 風に つけ、 

小 女 一 人 連れて、 憂鬱な 顔 をして 店内 を 歩き 廻る。 

恰幅の よい 長身に 両手 を だら りと 垂らし、 投 出して 行 



老いが 狡猾な 方法で 巧みに 責め 苛んで いるよう にさ 

え 見える。 

若い 芸妓た ち は、 とうとう 髪 を 振り乱して、 両脇 腹 

を 押え 喘いで いうの だった。 

I 姐さん、 頼む からもう 止して よ。 この 上 笑わせられ 

たら 死んで しまう」 

老妓 は、 生きて る 人の こと は 決して 語らない が、 故 

なじみ む 

人で 馴染の あった 人に ついては 一 皮剝 いた 彼女 独特の 

観察 を 語った。 それ 等の 人の 中には 思いがけない 素人 

や 芸人 も あ つ た。 

メイラン ファン 

中国の 名優の 梅蘭芳 が 帝国 劇場に 出演し に 来たと 



た。 それで、 この 方面の 支弁 も 兼ねて 蒔 田が 出入して 

いたが、 あるとき、 蒔 田 は 一人の 青年 を 伴って 来て、 

これから 電気の 方の こと はこの 男に やらせる と 云った _ 

ゆ き 

名前 は 柚 木と いった。 快活で 事 も なげな 青年で、 家の 

中 を 見廻しながら 「芸者 屋 にしち や あ、 三味線がない 

な あ」 などと 云った。 度々 来て いるう ち、 その 事 もな 

げな 様子と、 それから 人の 気 先 を 〔# 「気 先 を」 は 底本 

では 「気 先 は 匕 撥ね 返す 颯爽と した 若い 気分が、 いつ 

がた き 

の 間に か 老妓の 手頃な 言葉 仇と なった。 

「柚 木 君の 仕事 は チヤ チ だね。 一週間と 保った 試し は 

ない ぜ」 彼女 はこん な 言葉 を 使うよう になった。 



青年 は 発明 をして、 専売特許 を 取って、 金 を 儲ける 

こと だとい つた。 

「なら、 早く それ を やれば いい じ やない か」 

柚 木 は 老妓の 顔 を 見上げた が 

「やれば いい じ やない かって、 そう 事が 簡単に …… (柚 

木 はこ こで 舌 打 をした) だから 君た ち は 遊び女と いわ 

れ るんだ」 

「いやそう でない ね。 こう 云い 出した からに は、 こつ 

ちに 相談に 乗ろうと いう 腹が あるから だよ。 食べる 方 

は 引受ける から、 君、 思う存分 にやって みち やどう だ 

ね」 



こうして、 柚 木 は 蒔 田の 店から、 小 そのが 持って い 

る 家作の 一 つに 移った。 老妓 は 柚 木の いう ままに 家の 

一 部 を 工房に 仕替え、 多少の 研究の 機械 類 も 買って 

やった。 

小さい 時から 苦学 をして やっと 電気 学校 を 卒業 はし 

たが、 目的の ある 柚 木 は、 体 を 縛られる 勤 人になる の 

は 避けて、 ほとんど 日傭取り 同様の 臨時雇い になり、 

巿 中の 電気器具 店 廻り をして いたが、 ふと 蒔 田が 同郷 

ま S こ 

の 中学の 先輩で、 その上 世話好きの 男な のに 絆され、 

しばらく その 店務を 手伝う ことにな つ て 住み込んだ。 



あった。 

みち子 は 柚 木の 膝の 上へ 無造作に 腰 を かけた。 様式 

ながしめ 

だけ は 完全な 流眄 をして 

「どのくらい 目方が あるか を 量 つ てみ てよ」 

柚 木 は 二三 度 膝 を 上げ下げ したが 

「結婚適齢期に しちや あ、 情操の カンカンが 足りない 

ね」 

「そんな こと はなく つてよ、 学校で 操行 点 は A だった 

わよ」 

みち子 は 柚 木の いう 情操と いう 言葉の 意味 を わざと 

違えて 取った のか、 本当に 取り違え たもの か —— 



柚 木 は 衣服の 上から 娘の 体格 を 探って 行った。 それ 

きょうた い 

は 栄養 不良の 子供が 一 人前の 女の 嬌態 をす る 正体 を 

発見した ような、 おかしみ があった ので、 彼 はつい 失 

笑した。 

「ずいぶん 失礼ね」 

「どうせ あなた は 偉い のよ」 みち子 は 怒って 立 上った _ 

「まあ、 せいぜい 運動で もして、 おつかさん 位な 体格 

にな るんだ ね」 

みち子 は それ 以後 何故と も 知らず、 しきりに 柚 木に 

にくし 

僧 み を 持った。 



り 出した 中に 整い 過ぎた ほど 型通りの 美しい 娘に 化粧 

したみち 子の 小さい 顔に、 もっと 自分 を 夢中に させる 

魅力 を 見出した くな つた。 

「もう 一 べん こっち を 向いて ご覧よ、 とても 似合う か 

ら」 

みち子 は 右 肩 を 一 つ 揺った が、 すぐく るりと 向き 

直って、 ちょっと 手 を 胸と 鬢 へやって 搔ぃ 繕った。 「う 

る さいの ね、 さあ、 これでい いの」 彼女 は 柚 木が 本気 

くすだま かん Vj し 

に 自分 を 見入って いるのに 満足しながら、 薬玉の 簪 

の 垂れ をピ ラビラ させて 云った。 

「ご馳走 を 持つ て 来て やった のよ。 当てて ご覧な さ 



て、 愛嬌した たるよう な 媚びの 笑顔に 造り 直した。 

「ばか、 そんなに しないだ つて、 ご馳走 あげる わよ」 

柚 木の 額の 汗 を 掌で しゅつ と 払い 捨てて やり 

「こっちに あるから、 いらっしゃいよ。 さあね」 

ふと 鳴って 通った 庭樹の 青嵐 を 振 返って から、 柚 木 

のがつ しりした 腕 を 把った。 

さみだれが 煙る ように 降る 夕方、 老妓 は 傘 を さして、 

玄関 横の 柴折 戸から 庭へ 入って 来た。 渋い 座敷 着 を 着 

つ ま 

て、 座敷へ 上って から、 棲 を 下ろして 坐った。 

「お 座敷の 出が けだが、 ちょっと あんた に^つと くこ 

とが あるの で 寄 つたんだ がね」 



るなら、 そんな こと は 世間に いくら も あるし、 つまら 

ない。 必ずしも みち子 を 相手取る にも 当るまい。 私自 

身 も 永い 一 生 そんな ことば かりで 苦労して 来た。 それ 

なら 何度 やっても 同じ ことなの だ」 

仕事で あれ、 男女の 間柄で あれ、 混り 気のない 没頭 

した f 途な姿 を 見たい と 思う。 

私 はそう いう もの を 身近に 見て、 素直に 死にたい と 

思う。 

あせ 

「何も 急 い だ リ、 焦 つ たりす る こと はいらな いから、 

いっき 

仕事な り 恋な り、 無駄 をせ ず、 一揆で 心残りな いもの 

を 射止めて 欲しい」 と 云った。 
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